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１．国土強靱化地域計画について
国土強靱化とは何か？

出典：内閣官房国土強靱化推進室、国土強靱化パンフレット「すすめよう災害に強い国づくり」（令和４年１月）の
リバイス版（令和６年９月）
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○国土強靱化とは、過去の災害の経験を踏まえて、

人命を守り、致命的な被害等を回避し、迅速に回復する
「強さとしなやかさ」を備えた安全・安心な国土・地域・経済社会を平時から
構築することを目指すものです。



１．国土強靱化地域計画について
国土強靱化に至る経緯

○過去の大災害の教訓を踏まえて、防災から減災、
そして国土強靱化の取組につながっています。

伊勢湾台風
（1959年）

阪神・淡路大震災
（1995年）

東日本大震災
（2011年）

「災害対策基本法」の制定
「防災計画」の策定

⇒「防災」概念の明確化

耐震化・密集市街地対策
自助・共助の大切さ

⇒「減災」の推進

「強さ」と「しなやかさ」
を持った安全・安心な国土
・地域・経済社会の構築
⇒「国土強靱化」の取組

出典：内閣官房国土強靱化推進室、防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策による取組事例集（令和６年４月）をもとに作成
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１．国土強靱化地域計画について
国土強靱化の取組とは

○国土強靱化の取組は、行政だけでなく企業・地域・個人での取組や、
ハード対策、ソフト対策、そしてハードとソフトの適切な組合せも
含まれます。

出典：内閣官房国土強靱化推進室、国土強靱化パンフレット「すすめよう災害に強い国づくり」（令和４年１月）の
リバイス版（令和６年９月） 4



２．国土強靱化地域計画作成の流れ
基本的な進め方

STEP２ リスクシナリオ（最悪の事態）､施策分野の設定

STEP３ 脆弱性の分析・評価、課題の検討

STEP４ リスクへの対応方策の検討

STEP５ 対応方策について重点化、優先順位付け

計画的に実施

結果の評価

全体の取組の見直し・改善

STEP１ 地域を強靱化する上での目標の明確化

Plan

Do

Check

Action

目指すべき将来の地域の姿 PDCAサイクルで
取組を推進
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２．国土強靱化地域計画作成の流れ
リスクシナリオとは？

○国土強靱化は、あらゆるリスクを見据えつつ、どんな事が起ころうとも

最悪な事態に陥る事が避けられるような「強靱」な行政機能や地域社会、
地域経済を事前につくりあげていこうとするものです。

○里庄町の起きてはならない最悪の事態（リスクシナリオ）を明らかにし、
最悪の事態に至らないための取り組むべき施策を事前に考え計画化し、
実行していくものが、国土強靱化地域計画です。

①大規模地震に伴う、住宅・建物・不特定多数が集まる施
設等の複合的・大規模倒壊による多数の死傷者の発生

②地震に伴う密集市街地等の大規模火災の発生による多数
の死傷者の発生

③突発的又は広域的な洪水・高潮に伴う長期的な市街地等
の浸水による多数の死傷者の発生（ため池の損壊による
ものや、防災インフラの損壊・機能不全等による洪水・
高潮等に対する脆弱な防災能力の長期化に伴うものを含
む）・・・

直
接
死
を
最
大
限
防
ぐ

【国のリスクシナリオ】目標

【例】



２．国土強靱化地域計画作成の流れ
脆弱性の評価・分析とは？

○強靱性の反対語が「脆弱性」です。
○脆弱性の分析・評価とは、地域の強靱化を進めるうえで前提となる、

起きてはならない最悪の事態（リスクシナリオ）に対する
地域の弱点を洗い出すプロセスです。

○国土強靱化の取組は、脆弱性評価を出発点に、問題点を整理し、
これから何をすべきかの「対応策」を考え、計画を策定し推進します。

①大規模地震に伴う、住宅
・建物・不特定多数が集
まる施設等の複合的・大
規模倒壊による多数の死
傷者の発生

【リスクシナリオ】

・住宅の耐震対策
・公共施設の耐震化
・屋内収容物の耐震対策
・町民の防災意識の向上
・学校の防災体制の整備

【関連施策】

【脆弱性分析例】

・住宅の耐震対策を促進
しているが、耐震化率
が低い。

【取組】

→住宅の耐震化を進め
る必要がある。
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リスクシナリオ毎に
関連施策を洗い出し

施策の抜け・不足・
進捗遅れを整理

リスクシナリオ毎に
推進すべき取組を整理

【例】として・・・
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